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あなたもできる火災予防

ふれあい消防119

正しく使えば安全・便利、取扱いを間違えば危険につながる「リチウムイオン電池」について
～ Let’s study! ～

『リチウムイオン電池』
　充電することにより繰り返し
使用できるリチウムイオン電池
は、高容量化、小型化が進み様々
な商品に使用されています。身近
な商品では、スマートフォンやタ
ブレット端末をはじめ、モバイル
ルーター、モバイルバッテリーと
いった機器にもリチウムイオン電
池が使用されています。

『リチウムイオン電池の危険性』
　リチウムイオン電池の内部は正
極と負極の２枚の金属、さらに正
極と負極を分けるセパレーター、
その間をうめる電解液で構成され
ています。これらの構成が何らか
の原因により破壊された時に発熱
や発煙、最悪の場合は火災になる
こともあります。
　代表的な事故を引き起こす要因
を紹介します。

「衝撃」
　落下したりぶつけたりすること
で電池内部のセパレーターが破壊
され、正極と負極が接触すること
でショートし発火・発煙するおそ
れがあります。

「過充電」
　電池の劣化や損傷などの要因と
相まって火災の要因となります。
専用の充電器以外は過充電を防止
する安全装置がついていないこと
もあり、満充電後も充電し続ける
ことで発熱・発火のおそれがあり
ます。

『リチウムイオン電池等の
　充電式電池が原因の火災』
　本組合管内においても近年リチ
ウムイオン電池が起因する火災が
発生しています。　

case.1case.1　　　　　　　     
　金属スクラップ工場にて、金属
ごみにリチウムイオン電池が混入
されていたため、重機で掘削した
際にその衝撃で内部がショートし
火災となった。

case.case.22　　　　　　　     
　落下させたバッテリーを使用後、
充電中に発熱・発火し、近くの可
燃物に燃え移り火災となった。

case.case.33　　　　　　　     
　リチウムイオン電池式の照明ラ
イトを充電し放置していたところ
発熱・発火し、近くの可燃物に燃
え移り火災となった。

充電中に破裂したリチウムイオン電池

内部が破裂した
リチウムイオン電池

～事故を防ぐ予防策～

・�異常を感じたらすぐに使用をや
めましょう！
　①膨張・発熱・異音・異臭がする。
　②充電が最後までできない。　
　③使用時間が短くなった。
　④充電中に熱くなる。
　�等、異常を感じた際は使用をや
めましょう。

・専用の充電器を使用しましょう！
　�接続部が合致するからといって

他社製品で充電せずにメーカー
指定の充電器を使用しましょう。

・�廃棄の際は可燃ごみや不燃ごみ
と一緒にせず、事業団体が回収
するリサイクルに出しましょう！
　�一般ごみと一緒に捨ててしまう
と、ごみ収集車や処理施設で電
池が発火し、火災などの事故に
つながるおそれがあります。

〈実験動画の紹介〉
　�リチウムイオン電池が破裂する
動画を公開しています。
　�右下のQRコードを読み取って
ご視聴ください。


